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successfully took precedenceoverreligion,which wasreflectedin traditionalism.
Thus,theinevitabilityoftheconflictbetweenmodernismandtraditionalismescalating






Thispaperproposesthat,asinthe caseofJapan wherereligion played a
comparativelysmallrolein guiding people'slives,Secularism apparentlyhelpsthe
peopletoacceptmodernconceptsandtoacceleratetheprocessofmodernization.











宗 教 と 近 代 化
1. 近代化とその問題点
本大学人文科学研究所の吉田光邦君が ｢西南アジア研究,第13巻｣に ｢乾燥と湿潤と- 文

























みである｡ 大学を始めとする教育機関は先帝 Reza-Shah時代よりはるかに普通化せ られ充
実されているのはたしかである｡ 銀行を主幹とする金融機関も漸次国内に分布 し, かつては
Bazarを中心とするこの地方の商業取引もはなはだ緩慢ではあるが近代化の方向に向 って い
た｡近代国家的体制が確立されつつあることは我々がこれを率L的こ認めても差支えないものと
思う｡しかし, ll-anのこの近代化-の指向をもって直ちに Iranが近代国家に変化 し得たと
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思想が自然崇拝乃至信仰の類に近かったことは,今日我々の手に残存 しているイン ドの Veda
讃歌や Zoroaster教の Avesta聖典の一部をなす Yasht葦のうちに十分に認めることが出
来る｡ ただ古代 Iranの代表的宗教として一般に知られているこの Zoroaster教が実は西紀




国教とした中世の雄邦 Sasan王朝の Persia帝国は,Islam の征服によって,Iran民族はか
の宗教思想を棄却して Sem 系の Islam教によって新生し, 今日の Iran民族の大 部 分 が
Islam 教をもって生活や思想の上の根拠となし社会においてきわめて強間な紐帯たらしめてい
るのが実状である｡ 我々は Iranが民族的な原始宗教からほとんど別個とも見 られるnational
な Zoroaster教を捨てて結局は mondial乃至 internationalな Islam 教を迎え,国民文化
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landに着実に布教され始めたのは Burmaの Anawratha王が Thatonを占領し, 首都を
Paganに移して以後ということになっているから, どんなに潮っても西紀11世紀の中葉以後







づ く｡ それらの小間に死者の霊 (phi)や地祇を祭り,その精霊を祭ることからその禍の来る
ことを免れんことを願う宗教的風習は,恐らく仏教流入以前にTlailandの原住民によって行
われていた原始宗教の名残りと考えて差支えないであろう｡今日なおかかる animism 的信仰
は北部 Thailandの民族中に行われ,彼らの[再こ仏教が浸透 して行 く姿は,その間の事情をよ
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十分注意すべきである｡わが国は仏教国とはいえ,近世以来の精神が必ずしも仏教 に支 え ら
れて来たとはいい難 く,かかる意味の非宗教性は却って近代的精神を率直に受容し,近代化の
速度を迅速ならしめた有力な一因とも考えられるが,この点 Iranに.しても Thailandにして
も,それが強固な宗教国なるが故に,国民自体の精神的転換は決して容易なものとはいい難い
というのが私の意見である｡
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